
劇症型溶血性レンサ球菌感染症の届出基準
（ⅰ）劇症型溶血性レンサ球菌感染症

ア 患者（確定例）

医師は、臨床的特徴を有する者を診察した結果、症状や所見から劇症型
溶血性レンサ球菌感染症が疑われ、かつ、届出に必要な要件を満たすと診
断した場合には、法第１２条第１項の規定による届出を７日以内に行わな
ければならない。

イ 感染症死亡者の死体

医師は、臨床的特徴を有する死体を検案した結果、症状や所見から、劇
症型溶血性レンサ球菌感染症が疑われ、かつ、届出に必要な要件を満たし、
劇症型溶血性レンサ球菌感染症により死亡したと判断した場合には、法第
１２条第１項の規定による届出を７日以内に行わなければならない。

出典：厚生労働省ホームページ



届出に必要な要件（以下のアの（ア）及び（イ）かつイを満たすもの）

ア 届出のために必要な臨床症状
（ア）ショック症状
（イ）以下の症状のうち２つ以上
肝不全、腎不全、急性呼吸窮迫症候群、ＤＩＣ、軟部組織炎（壊死性筋膜炎を
含む）、全身性紅斑性発疹、痙攣・意識消失などの中枢神経症状

イ 病原体診断の方法
検査方法：分離・同定による病原体の検出
検査材料：通常無菌的な部位（血液、髄液、胸水、腹水）、生検組織、手術創、
壊死軟部組織

（ⅰ）劇症型溶血性レンサ球菌感染症

出典：厚生労働省ホームページ



侵襲性髄膜炎菌感染症の届出基準
ア 患者（確定例）

医師は、臨床的特徴を有する者を診察した結果、症状や所見から侵襲性髄膜炎菌感染
症が疑われ、かつ、下記の表の左欄に掲げる検査方法により、侵襲性髄膜炎菌感染症と
診断した場合には、法第１２条第１項の規定による届出を直ちに行わなければならない。
特に、患者が学生寮などで共同生活を行っている場合には、早期の対応が望まれる。

この場合において、検査材料は、同欄に掲げる検査方法の区分ごとに、それぞれ同表
の右欄に定めるもののいずれかを用いること。

イ 感染症死亡者の死体

医師は、臨床的特徴を有する死体を検案した結果、症状や所見から、侵襲性髄膜炎菌
感染症が疑われ、かつ、下記の表の左欄に掲げる検査方法により、侵襲性髄膜炎菌感染
症により死亡したと判断した場合には、法第１２条第１項の規定による届出を直ちに行
わなければならない。

この場合において、検査材料は、同欄に掲げる検査方法の区分ごとに、それぞれ同表
の右欄に定めるもののいずれかを用いること。

（ⅱ）侵襲性髄膜炎菌感染症

出典：厚生労働省ホームページ



検査方法 検査材料

分離・同定による病原体の検出 髄液、血液、その他の無菌部位

ＰＣＲ法による病原体の遺伝子
の検出

髄液、血液、その他の無菌部位

（ⅱ）侵襲性髄膜炎菌感染症

出典：厚生労働省ホームページ



侵襲性肺炎球菌感染症の届出基準
（ⅲ）侵襲性肺炎球菌感染症

ア 患者（確定例）
医師は、臨床的特徴を有する者を診察した結果、症状や所見から侵襲性肺炎球菌感

染症が疑われ、かつ、下記の検査方法により、侵襲性肺炎球菌感染症患者と診断した
場合には、法第１２条第１項の規定による届出を７日以内に行わなければならない。
この場合において、検査材料は、下記に掲げる検査方法の区分ごとに、それぞれに

定めるもののいずれかを用いること。

イ 感染症死亡者の死体
医師は、臨床的特徴を有する死体を検案した結果、症状や所見から、侵襲性肺炎球

菌感染症が疑われ、かつ、下記の検査方法により、侵襲性肺炎球菌感染症により死亡
したと判断した場合には、法第１２条第１項の規定による届出を７日以内に行わなけ
ればならない。
この場合において、検査材料は、下記に掲げる検査方法の区分ごとに、それぞれに

定めるもののいずれかを用いること。
出典：厚生労働省ホームページ



検査方法 検査材料

分離・同定による病原体の検出 髄液、血液、その他の無菌部位

ＰＣＲ法による病原体の遺伝子の検出 髄液、血液、その他の無菌部位

ラテックス法又はイムノクロマト法に
よる病原体抗原の検出

髄液

（ⅲ）侵襲性肺炎球菌感染症

出典：厚生労働省ホームページ



侵襲性インフルエンザ菌感染症
ア 患者（確定例）

医師は、臨床的特徴を有する者を診察した結果、症状や所見から侵襲性
インフルエンザ菌感染症が疑われ、かつ、下記の表の左欄に掲げる検査方
法により、侵襲性インフルエンザ菌感染症患者と診断した場合には、法第
１２条第１項の規定による届出を７日以内に行わなければならない。

この場合において、検査材料は、同欄に掲げる検査方法の区分ごとに、
それぞれ同表の右欄に定めるもののいずれかを用いること。

イ 感染症死亡者の死体

医師は、臨床的特徴を有する死体を検案した結果、症状や所見から、侵
襲性インフルエンザ菌感染症が疑われ、かつ、下記の表の左欄に掲げる検
査方法により、侵襲性インフルエンザ菌感染症により死亡したと判断した
場合には、法第１２条第１項の規定による届出を７日以内に行わなければ
ならない。

この場合において、検査材料は、同欄に掲げる検査方法の区分ごとに、
それぞれ同表の右欄に定めるもののいずれかを用いること。 出典：厚生労働省ホームページ



検査方法 検査材料

分離・同定による病原体の検出 髄液、血液、その他の無菌部位

ＰＣＲ法による病原体の遺伝子の検出 髄液、血液、その他の無菌部位

ラテックス法による病原体抗原の検出 髄液

出典：厚生労働省ホームページ


